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龍神が市役所に出現⁉

　

昭
和
20
年
の
終
戦
後
、日
本
は
連
合
国

軍
総
司
令
部(

Ｇ
Ｈ
Ｑ)

の
占
領
下
で
、民

主
化
と
経
済
復
興
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
25
年
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、

米
軍
な
ど
か
ら
の
軍
需
品
の
発
注
が
増

加
。鉄
鋼
・
造
船
・
繊
維
な
ど
の
主
要
産

業
が
急
速
に
成
長
し
ま
し
た
。

　昭
和
35
年
に
は
、池
田
勇
人
内
閣
が「
所

得
倍
増
計
画
」を
掲
げ
、公
共
投
資
の
拡
大

や
輸
出
振
興
、
技
術
導
入
が
積
極
的
に
進

め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、高
速
道
路
や

新
幹
線
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
、

国
民
の
生
活
水
準
が
向
上
。昭
和
30
年
代

後
半
か
ら
は「
高
度
経
済
成
長
期
」に
入
り
、

年
平
均
10
％
前
後
と
い
う
高
い
経
済
成
長

が
続
き
ま
し
た
。

　昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
昭

和
45
年
の
大
阪
万
博
は
、
日
本
の
経
済
力

と
技
術
力
を
世
界
に
示
す
象
徴
的
な
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　鶴
ヶ
島
村
で
は
政
府
の
食
糧
増
産
体
制

に
よ
り
、
戦
時
中
か
ら
共
栄
地
区（
脚
折
、

三
ツ
木
、高
倉
、藤
金
、共
栄
町
、上
広
谷
の

一
部
）
で
大
規
模
な
開
拓
が
始
ま
り
ま
し

た
。　戦

後
に
な
る
と
、富
士
見
地
区
で
は
、旧

陸
軍
坂
戸
飛
行
場
の
跡
地
を
利
用
し
た
開

拓
が
始
ま
り
、
昭
和
23
年
に
は
富
士
見
開

拓
農
業
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

開
拓
初
期
は
、
軍
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
た

テ
ン
ト
や
掘
立
小
屋
で
の
生
活
が
中
心

で
、「
穴
を
掘
っ
て
住
ん
だ
」と
い
う
証
言

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。滑
走
路
跡
は
地
面

が
非
常
に
硬
く
、
ツ
ル
ハ
シ
で
掘
り
起
こ

す
な
ど
、過
酷
な
作
業
が
続
き
ま
し
た
。

　鶴
ヶ
丘
地
区
で
は
、
ア
カ
マ
ツ
林
跡
地

が
開
拓
さ
れ
、昭
和
22
年
に「
鶴
ヶ
島
開
拓

団
」が
、
翌
昭
和
23
年
に
は「
鶴
ヶ
島
開
拓

農
業
協
同
組
合
」が
組
織
さ
れ
ま
し

た
。共
同
出
荷
や
技
術
習
得
の
支
援

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
農
業
振

興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　い
ず
れ
の
開
拓
も
赤
土
で
地
味
が

乏
し
く
、
農
業
は
試
行
錯
誤
の
連
続

で
し
た
。電
気
が
通
っ
た
の
は
昭
和

20
年
代
後
半
で
、
そ
れ
ま
で
は
灯
油

ラ
ン
プ
や
ろ
う
そ
く
が
夜
の
明
か
り

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。苦
し

い
生
活
の
中
で
離
農
す
る
人
も
い
ま

し
た
が
、
多
く
の
人
び
と
が
地
域
に

根
付
き
、
後
の
市
街
化
の
礎
を
築
き

ま
し
た
。

　昭
和
28
年
に「
町
村
合
併
促
進
法
」

が
制
定
さ
れ
る
と
、翌
昭
和
29
年
、埼

玉
県
は
鶴
ヶ
島
村
に
対
し
、坂
戸
町
・

三
芳
野
村
・
勝
呂
村
・
入
西
村
・
大

家
村（
い
ず
れ
も
現
坂
戸
市
）と
の
合

併
を
勧
告
し
ま
し
た
。

　こ
れ
に
対
し
、
鶴
ヶ
島
村
は
自
主

独
立
の
道
を
選
び
ま
す
。単
独
で

「
町
」を
目
指
す
た
め
、
昭
和
29
年
に

「
工
場
誘
致
条
例
」を
制
定
、
翌
年
に

は
独
立
維
持
を
決
議
し
ま
し
た
。昭

和
32
年
、
埼
玉
県
知
事
か
ら
再
度
の

合
併
勧
告
を
受
け
る
と
、
鶴
ヶ
島
村

は
こ
れ
に
対
抗
す
る
形
で
「
鶴
ヶ
島

村
建
設
計
画
」を
策
定
、
本
格
的
に
工

場
誘
致
を
進
め
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
昭
和
34
年
の
養
命
酒

製
造
第
三
工
場（
鶴
ヶ
丘
）誘
致
決
定

を
皮
切
り
に
、ノ
ザ
ワ
東
京
工
場（
下

新
田
）、
日
本
ベ
ル
ク
ロ（
藤
金
）、
東

光
埼
玉
工
場（
五
味
ヶ
谷
）、
東
洋
電

装（
太
田
ヶ
谷
）な
ど
、
次
々
と
工
場

が
進
出
し
ま
し
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
鶴
ヶ
島
村
の
産
業

構
造
は
大
き
く
変
化
。昭
和
34
年
に

は
事
業
所
数
4
社
・
従
業
員
数
１
２

６
人
だ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
37
年
に

は
事
業
所
数
14
社
・
従
業
員
数
１
６

４
７
人
へ
と
急
増
し
ま
し
た
。

　工
場
誘
致
の
成
功
は
地
域
に
雇
用

を
も
た
ら
し
、
周
辺
の
宅
地
化
や
商

店
街
の
形
成
を
促
進
す
る
な
ど
、
経

済
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。高
度
経
済
成
長
期
の
波
に
乗
り
、

鶴
ヶ
島
は
農
業
中
心
の
村
か
ら
、
通

勤
・
通
学
が
日
常
と
な
る
都
市
型
生

活
の
町
へ
と
急
速
に
移
行
し
て
い
き

ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
経
済
成
長
を
受
け
、

昭
和
34
年
、埼
玉
県
は「
人
口
規
模
や

財
政
状
況
が
適
正
規
模
の
町
村
に
準

じ
て
い
る
」こ
と
を
理
由
に
、鶴
ヶ
島

村
に
対
す
る
坂
戸
町
と
の
合
併
勧
告

を
解
除
。人
口
も
９
千
人
を
超
え
、

鶴
ヶ
島
村
は
自
主
独
立
の
道
を
確
固

た
る
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。大
正

3
年
に
建
て
ら
れ
た
村
役
場
も
手
狭

と
な
り
、
昭
和
40
年
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
庁
舎
が
建
築
さ
れ
ま
し

た
。総
工
費
は
約
３
千
万
円
で
し
た

が
、
そ
の
半
分
以
上
は
寄
付
金
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
、建
築
工
事
に
は
地
元
住

民
も
参
加
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
、翌
昭
和
41
年
に
単
独
で
町
制

を
施
行
、鶴
ヶ
島
は
埼
玉
県
で
40
番
目
の

新
し
い
町
と
な
り
ま
し
た
。

　高
度
経
済
成
長
に
よ
る
東
京
へ
の
人
口

集
中
が
進
む
中
、
交
通
の
便
が
良
い
鶴
ヶ

島
は
人
口
流
入
が
加
速
し
ま
す
。町
制
施

行
時
約
９
千
人
だ
っ
た
人
口
は
、
10
年
間

で
2
倍
と
な
り
、
平
成
３
年
に
は
市
制
施

行
を
迎
え
、30
年
間
で
7
倍
ま
で
、急
激
に

増
加
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
に
合
わ
せ
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
も
進
み
ま
し
た
。戦
前
は
電

気
の
普
及
も
限
定
的
で
し
た
が
、
昭
和
30

年
代
に
な
る
と
経
済
成
長
や
工
場
誘
致
に

伴
い
、
一
般
家
庭
に
も
広
く
電
気
が
行
き

渡
り
ま
し
た
。

　水
は
各
家
庭
や
共
同
で
掘
っ
た
井
戸
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、昭
和
40
年
代
、

町
の
時
代
に
は
、
生
活
環
境
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
、
上
下
水
道
の
整
備
が
本
格
化
。

昭
和
43
年
に
坂
戸
町
と
共
同
で「
坂
戸
、

鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団
」「
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水

道
組
合
」を
設
立
す
る
と
、
昭
和
45
年
ご
ろ

か
ら
順
次
給
水
が
始
ま
り
、
昭
和
48
年
に

は
汚
水
処
理
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
46

年
に
は
、
毛
呂
山
町
・
鳩
山
村(

当
時)

と

ご
み
処
理
組
合
を
設
立(

現
埼
玉
西
部
環

境
保
全
組
合)

。
翌
年
に
越
生
町
も
加
入

す
る
と
、毛
呂
山
町
で
焼
却
場
が
操
業
し
、

広
域
的
な
ご
み
処
理
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　人
口
増
加
に
よ
り
宅
地
化
が
進
む
と
、

併
せ
て
道
路
整
備
も
進
み
ま
す
。昭
和
40

年
代
後
半
か
ら
、
富
士
見
地
区
や
脚
折
地

区
、南
町
・
松
ヶ
丘
地
区
、羽
折
地
区
で
土

地
区
画
整
理
事
業
が
始
ま
り
、
道
路
網
も

整
備
さ
れ
ま
し
た
。昭
和
50
年
に
は
関
越

自
動
車
道
に
鶴
ヶ
島
Ｉ
Ｃ
が
開
設
さ
れ
、

国
道
４
０
７
号
と
の
交
差
に
よ
り
、
交
通

鶴ヶ島市で保有する昭和家電の一部鶴ヶ島市で保有する昭和家電の一部

今
号
で
は
8
月
号
に
続
き
、
終
戦
後
、
村
か
ら
町
、
そ
し
て
市
へ
と
歩
む
鶴
ヶ
島

を
振
り
返
り
ま
す
。
純
農
村
地
帯
で
あ
っ
た
鶴
ヶ
島
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
り

人
口
が
急
増
。
都
市
へ
と
急
変
し
て
い
く
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代
で
し
た
。

　昭和51年、脚折雨乞行事保存会によって行事が再開さ
れた脚折雨乞は、昭和59年以降四年に一度のうるう年に
開催されてきました。当然、巨大な龍蛇が作られるのは行
事の開催される年になりますが、実は、うるう年以外にも
本番さながらの巨大な龍蛇が作られたことがあります。そ
れは平成3年、鶴ヶ島の市制施行の年でした。
　鶴ヶ島市の誕生を祝うため、市役所に竹や麦わらが運び
込まれ、脚折雨乞行事保存会の皆さんによって巨大な龍蛇
が製作されました。ロータリー脇に展示された後、多くの
観客が見守る中、市役所敷地内を勇壮に練り歩きました。

の
利
便
性
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。鉄

道
に
つ
い
て
も
、
昭
和
53
年
に
東
武
東
上

線
若
葉
駅
が
開
業
さ
れ
、
駅
周
辺
を
中
心

に
、町
は
さ
ら
に
発
展
し
ま
す
。

　同
じ
こ
ろ
、学
校
整
備
も
進
み
ま
し
た
。

村
の
時
代
は
鶴
ヶ
島
第
一
小
学
校
・
鶴
ヶ

島
第
二
小
学
校
・
鶴
ヶ
島
中
学
校
の
み
で

し
た
が
、
昭
和
53
年
に
新
町
小
学
校
が
開

校
す
る
と
、
昭
和
60
年
ま
で
の
わ
ず
か
8

年
の
間
に
11
の
小
・
中
学
校
が
開
か
れ
、

現
在
の
配
置
と
な
り
ま
す
。

　「町
」時
代
の
鶴
ヶ
島
は
、都
市
基
盤
整
備

の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　都
市
基
盤
の
整
備
と
と
も
に
、
人
口
は

右
肩
上
が
り
で
増
加
し
ま
す
。
昭
和
61
年

に
は
市
制
施
行
の
要
件
の
一
つ
、
人
口
5

万
人
を
突
破
。
平
成
3
年
9
月
1
日
に
、

単
独
で
市
制
を
施
行
し
ま
し
た
。
坂
戸
市

ち  

み

い 

け 

だ
は
や
と ｼ

ﾘ
ｰ
ズ
連
載 

第
１
弾

戦
後
の
復
興 

村
か
ら
市
へ

特
別
企
画
「
つ
る
が
し
ま
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
」
第
２
弾

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
時
代
、
豊
か
さ
を
求
め
て

︻
日
本
の
経
済
復
興
︼

︻
独
立
に
向
け
た

       

鶴
ヶ
島
の
決
断
︼

︻
困
難
を
極
め
た
開
拓
︼

︻
人
口
急
増
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
︼

︻
平
成
︑そ
し
て
鶴
ヶ
島
市
へ
︼

︻
鶴
ヶ
島
町
の
誕
生
︼

(

昭
和
51
年
施
行)

か
ら
は
15
年
遅
く
、

日
高
市(

平
成
3
年
10
月
1
日
施
行)

と
は
1
か
月
違
い
の
、
県
内
で
37
番

目
の
市
制
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

　明
治
22
年
に
発
足
し
た
鶴
ヶ
島
村

は
、
昭
和
41
年
に
鶴
ヶ
島
町
と
な
り
、

平
成
3
年
に
は
鶴
ヶ
島
市
と
な
り
ま

し
た
。町
制
施
行
か
ら
鶴
ヶ
島
市
に

な
る
ま
で
わ
ず
か
24
年
と
、
ス
ピ
ー

ド
昇
格
で
し
た
。特
に「
一
度
も
合
併

を
し
て
い
な
い
」
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
、
単
独
で
村
か
ら
市
へ
と
移
行

し
た
の
は
全
国
的
に
も
ご
く
わ
ず

か
。埼
玉
県
内
で
は
、
鶴
ヶ
島
が
唯
一

の
自
治
体
で
す
。

　先
人
の
努
力
と
英
知
に
よ
っ
て
築

か
れ
発
展
し
、
村
か
ら
市
へ
歩
ん
で

き
た
道
が
、
鶴
ヶ
島
を
物
語
る
大
き

な
歴
史
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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1　洗濯機。昭和
20年代後半から普
及しました。昭和
40年代後半までは
一槽式が主流で、
ローラーの間で洗濯
物を絞ることで脱水
を行いました。冷蔵
庫・テレビととも
に、「三種の神器」
と呼ばれました。

4

4　扇風機。初期のも
のは鉄製でしたが、昭
和20年代後半からプ
ラスチック製で軽量に
なりました。

2　電気炊飯器。
昭和30年代には
炊きあがると自動
で電源の切れる自
動電気釡が発売さ
れ、大ヒットとな
りました。

5　タイプライター。
日本語は文字数が
多いため普及せず、
ワープロに置き換わ
りました。

3　黒電話。日本電信公
社(現NTT)が提供して
いたダイヤル式の固定
電話機です。昭和30年
代から一般家庭にも広
く普及しました。

7　足踏みミシン。電気の
前はペダルが動力でした。
戦後広く普及し、嫁入り道
具の定番でした。

8　蓄音機。昭和初期から
普及しましたが、一般家庭
に広まったのは、LPレ
コードが販売された昭和
30年ごろからでした。

6　電気アイロン。昭和10
年ごろから普及し、昭和30
年代にスチーム式の販売が
始まりました。

☆次回、昭和100年特別企画第3弾は、11月号を予定しています。ご期待ください。

109

9　機械式計算機。歯車で計
算を行う、現在でいう電卓
です。昭和半ばには、役所
やオフィスなどで広く利用
されました。

10　テレビ。昭和28年にテレビ放送
が始まりましたが、庶民には高嶺の花
でした。テレビ普及のために民放各社
や電気店などが街頭テレビを設置する
と、連日多くの人で賑わいました。

鶴ヶ丘地区の開拓風景（昭和33年）

※ 11月開催の企画展にて展示予定

※2　蕨市も合併していませんが、村ではなく町として発足しました

※1　開拓地には、戦地からの引揚者、戦災者、復
員軍人、農家の次男・三男らが入植しました

庁舎ロータリーを練り歩く龍神

鶴ヶ島第二小学校校庭で遊ぶ児童たち(昭和35年ごろ)

問
生
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学
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